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　▼図表13は、公務員人件費と財政赤字の国際比較（GDP比）です。公務員人件費は、OECDが各国の公務員・公的部門職員の人件費（日本の場合は、国家公務員、地方公務員、独立行政法人など公法人の人件費）を調査したものです。日本の公務員人件費は11年連続で最下位を更新中です。折れ線グラフの財政赤字を見ると、デンマーク、フィンランド、ノルウェーなど北欧諸国の財政赤字が最も少なく、逆に公務員人件費は最も多く、この国際比較によっても「公務員人件費が財政赤字の原因」とする政治家などの主張が間違っていることが分かります。
[bookmark: _GoBack]　
　

▼図表14は、OECDが各国の総雇用者数に占める公務員数を国際比較したものです。いちばん多いノルウェーは総雇用者の３割が公務員です。そのノルウェーの日本は５分の１以下とOECDで最低となっています。

[image: ]

　▼図表15は、一般職国家公務員における常勤職員数と非常勤職員数、非常勤職員の割合を見たものです。
[image: ]

　▼図表16は、軍事費の推移を見たものです。５兆円を突破して増え続ける軍事費を安倍政権前に戻すだけで高校無償化は実現できます。

【図表17】
▼下表は、社会保障「改革」による社会保障予算の削減をまとめたものです。［全労連・労働総研編『2018年国民春闘白書データブック』（学習の友社）より］
[image: ]
【図表18】
▼下表では、賃上げや働くルール確立、労働条件改善によって、じつは日本経済が良くなり、税収も増加することが分かります。［全労連・労働総研編『2018年国民春闘白書データブック』（学習の友社）より］
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【図表19】
　▼最後の表は、国公労連の2018年版「税制改革の提言」です。不公平税制を是正するだけで、毎年17兆円8千億円もの財源が生まれます。また、「提言」の中では、大企業の内部留保に税率１％の課税で毎年度３兆円、税率２％で毎年度６兆円以上の財源が確保でき、消費税の10％への引き上げはこれだけでも必要でなくなることを指摘し、「政府は、経済の好循環を謳うのであれば、いまこそ内部留保の課税を断行し、その財源を国民生活に還元すべきです。」としています。
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【図表20】　第二次安倍政権誕生後の正規・非正規労働者の増減

	（正規非正規の別）
	2012年
	2016年
	増　減　

	役員を除く雇用者数
	5,161万人
	5,391万人
	230万人

	正規労働者数
	3,345万人
（64.8％）
	3367万人
（62.5％）
	22万人
（▼2.3％）

	非正規労働者数
	1,816万人
（35.2％）
	2,023万人
（37.5％）
	207万人
（2.3％）






【図表21】






	年収から見た正規・非正規労働者（役員を除く）の数値
＊割合は正規・非正規別での年収区分ごとの割合

	収入区分
	正規
	割合
	非正規
	割合

	100万円未満
	78万人
	2.4％
	774万人
	39.4％

	100～199万円以下
	277万人
	8.5％
	717万人
	36.5％

	200～299万円以下
	611万人
	18.8％
	291万人
	14.8％

	300～399万円以下
	671万人
	20.6％
	106万人
	5.4％

	400～499万円以下
	532万人
	16.3％
	38万人
	1.9％

	500～699万円以下
	624万人
	19.2％
	24万人
	1.2％

	700～999万円以下
	346万人
	10.6％
	9万人
	0.5％

	1,000～1,499円万以下
	97万人
	3.0％
	2万人
	0.1％

	1,500万円以上
	18万人
	0.6％
	2万人
	0.1％

	＊表１と表２では、労働者数値に若干の違いがあるのは、数値の算出にあたって使用した国勢調査が2010年（表2）のものと2015年（表1）のものがあるのと、収入に関わっての調査回答が「無回答」が相当数発生しているため。




















【図表22】
	１年を通して勤務した所得者の平均年収（2016年）

	
	正　規
	非 正 規
	平  均

	男性
	５，３９７千円
	２，２７８千円
	５，２１１千円

	女性
	３，７３３円
	１，４８１千円
	２，７９７千円

	男女計
	４，８６９千円
	１，７２１千円
	４，２１６千円

	【参考】平均年齢　　　男45.9才、女46.1才　平均46.0才
　　　　平均勤続年数　男13.5年  女9.9年　平均12.0年










	年　次
	一人当たりの民間年間平均給与総額
及び増減額（「民間給与実態統計調
査」--「国税庁」調査）
	

	１９９７年
	４６７万円
	
	＊ピーク時（平成９年）

	１９９８年
	４６５万円
	△２万円
	

	１９９９年
	４６１万円
	△４万円
	

	２０００年
	４６１万円
	　―
	

	２００１年
	４５４万円
	△７万円
	4月小泉政管誕生

	２００２年
	４４８万円
	△６万円
	

	２００３年
	４４４万円
	△４万円
	

	２００４年
	４３９万円
	△５万円
	

	２００５年
	４３７万円
	△２万円
	

	２００６年
	４３５万円
	△２万円
	6月安倍政権誕生

	２００７年
	４３７万円
	　２万円
	

	２００８年
	４３０万円
	△７万円
	

	２００９年
	４０６万円
	△24万円
	

	２０１０年
	４１２万円
	　６万円
	

	２０１１年
	４０９万円
	△３万円
	

	２０１２年
	４０８万円
	△１万円
	12月第二次安倍政権

	２０１３年
	４１４万円
	　６万円
	

	２０１４年
	４１５万円
	　１万円
	

	２０１５年
	４２０万円
	　５万円
	

	２０１６年
	４２２万円
	　２万円
	

	増減の累計
	
	△４５万円
	


【表23】１年を通して勤務した所得者の平均年収の推移

























【図表24】

拡大する正規・非正規の賃金格差
【2014年の正規の平均年収】【2014年の非正規の平均年収】
４，７７７千円　　　　　１，６９７千円
【2015年の正規の平均年収】【2015の非正規の平均年収】
４，８４９千円　　　　　１，７０５千円
【2016年の正規の平均年収】【2016年の非正規の平均年収】
４，８６９千円　　　　　１，７２１千円
増加額（正規）　　　　　　増加額（非正規）　　
９２千円（2014年～）　　　　２４千円（2014年～）
２０千円（2015年～）　　　　１６千円（2015年～）　　　　　　　　　　
2014年から昨年2016年まで、正規の給与者は年収ベースで９万２千円増加ですが、非正規は2万４千円にとどまっています。

















【図表25】一年を通して勤務した民間給与者（正規・非正規合計）の平均年収の内、100万円、200万円、300万円以下の給与者数推移
	　＊一年を通して勤務した民間給与者（正規・非正規合計）の平均年収の内、100万円、200万円、300万円以下の給与者数推移。民間給与実態統計調査より

	年収区分

	平成24年
（千人）
	平成25年
（千人）
	平成26年
（千人）
	平成27年分
（千人）
	平成28年
分（千人）

	100万円以下
	3,935
（8.6％）
	4,215
（9.1％）
	4,178
（8.8％）
	4,116
（8.6％）
	4,219
（8.7％）

	100万超～200万円以下
	6,965
（15.3％）
	6,984
（15.0％）
	7,214
（15.2％）
	7,192
（15.0％）
	7,104
（14.6％）

	以上＝年収200万円以下の給与所得者の合計数
	10,900
（23.9％）
	11,199
（24.1％）
	11,392
（24.0％）
	11,308
（23.6％）
	11,323
（23.3％）

	200万超～300万円以下
	7,796
（17.1％）
	7,820
（16.8％）
	8,029
（16.9％）
	7,802
（16.3％）　　　　　　　　　　　　　
	7,961
（16.3％）

	以上＝年収300万円以下の給与所得者の合計数
	18,694
（41.0％）
	19,019
（40.9％）
	19,421
（40.9％）
	19,110
（39.9％）
	19,284
（39.6％）
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